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無脳 児妊娠 の 尿中ホ ル モ ン 値 に つ い て

順 天 堂 大 学 医学 部産科婦人科学教 室 （主 任　水 野 重 光數授）

　　　　大 学 院 学 生 新 　 家 　 薫

概要　妊娠 経 過 と 共 に 急激 に 増加 す る Estrogen の 生 合 成機序や 代 謝過 程 に っ い て は ，近 年 ア イ ソ ト
ー

プ標識

ス テ m イ ド な ど の 応 用 に よ り急速 に 発 展 し，妊 娠 中 の 多量 の Estriol産 生 に は 胎 児 の 関 与 が 必 要 と い わ れ て い

る・一方 無脳 児 妊 娠 は ，Frandsen ＆ Stakemann の 報 告 以 来 Estrogen が 低値 を 示 す こ と で 注 目 さ れ，妊娠

中 の Estrogen 代謝 を 究 明 す る に は 絶 好 な biologicalな 環境 で あ る．

　著者 は
， 妊娠中に 診 断 し え た 9 例 の 無脳 児 妊娠例 に つ い て 母 体 尿 中 ホ ル モ y 値 を 測 定 し 正 常 妊 娠 例 に 比 べ て

Estrone
，　Estradiol　eXVfi，　Estriolは

1
ノェs と 特 に 低 値 を 示 す こ と を 認 め た．ま た 無脳 児 お よ び 胎 盤 の 病理 組 織 学 的

検 索 で は ，胎 盤 に 異 常 を 認 め ず ， ま た 無脳 児副 腎 は 強 度に 萎縮 し，胎 児副 腎 の 特徴 で あ る 所謂胎 生 改造層 の 細

胞 轍 在酌 に し か 認 め られ な か つ た・更 に 無 脳 児騰 の 低 E・t・・9・・ 値と Es… 9・n 生 合 成 に 関 与 す る 胎 児 の

意義 を 究 明 す る た め に 母 体副 腎機能 を Betamethasone で 抑 制 し， 胎 児 側 に Dehydroepiandros 亡erone を 投 与

し た 結 果 ・無 脳 児 妊 娠 の Estrogen の 由 来は 主 と し て 母 体側 に あ り，無脳 児 妊 娠 の 低 Estrogen は 胎 児 側 に 起

囚 し
，

こ れ に は 副 腎の 萎縮 が 関連 し て い る 様 に 思 わ れ る．

　　　　　　　　　　緒　　言

　妊娠経過 と共 ｝こ ，母 体 の Estrogen （以 下 E と略す）が

著明に 増加す る こ とが知 られ ， 母体尿中 Estriol（以下

Et．）と生下時休重 との 相関関係 を示す報告は 数多 く見 ら

れ る
2 ）‘）．し か し妊娠後半期 に お け る多量 の E の 由来 お よ

び そ の 代謝過程 に つ い て は 未だ不 明の 点も少なくな い ．
Ryan4z ）43）

が胎盤 に お い て AndroStendionc （以下 A ） お

よ び Testosterone （以下 T ） らの androgenic 　hormen

が Estrone （以下 Eo ） お よび Estradiol （以 下 Ed ） に

転擁す る こ とを 報告 して 以 来，胎盤 組織に お け る E の 産

生 に つ い て in　vitr ・ で は 多 くの 報告 が あ る に も拘 ら

ず ，
Et の 産生を 証 明 し た 報告 は な く妊娠 中 の 多量 の Et

産生 に は 胎児 の 関与が 必要 で あ る と考 え られ て い る
34 ）．

　即 ち C ・・mmer1H ’
は ， 臍帯を結紮 し胎Ei　 − EA盤問の 循

環を断つ こ とに よ り，母体尿中 E が 急 激 に 減少す る こ と

を 報告 し，更に Klausner ＆ Ryan は
3G ｝

臍帯動脈 と静脈

血 中 の Eo ，　Ed は ， 静脈中 の 方が よ り高濃度 で あ る こ と

よ り，胎盤 よ り分泌 され た Eo，　Ed が 胎児内で 代謝 され

る と推論 し て い る ．ま た 胎児内臓器 の E の 代謝 に つ い て

は ，肝に Et が 多量 に 分布す る こ と
17 ），肝，腎，副腎とに

Ed −4−1℃ を incubate す る と，　 Et−4−1℃ に 転換す る
35 ）

こ

と，胎 児副 腎に Ace しate −4−1‘C を incubate す る と Dehy ・

droepiandrosterone （以
一
F　DHA ＞4−14C お よ び A −4−11C

に 転換す る
6）

こ と よ り，胎児 の 中特 に E の 代謝に 関与す

る の は ， 肝お よ び 副腎と考え られて い る．

　 Frandsen ＆ Stakemann2D ）
は ，無脳児妊娠 の 母 体尿 中

E が非常 に 低 い こ とお よび 強度 に 萎縮 し た 胎児副腎に 着

E し，胎児副腎が E に 転換する precursorを産出す る の で

は な い か との 疑問を 投 じて 以 来，無 脳 児妊 娠 は 妊娠中 の

E の 生 合 成 お よび 代謝過程 を 知 る上 に 絶好な biological

な環境 と して 注 目 されて い る．

　私は ，昭和 39年 7 月 よ り，昭和41年 9 月に 至 る間 に ，

当教室お よ び 関連病院 で 妊娠中に 診断 しえ た 9例 の 無脳

児妊娠例に？い て，母休尿中 Eo，　Ed，　Et，　Pregnanedio1

（以 下 Pd ）．17−KS ，17−OHCS を 測定 し ， 更 に 娩出 した

無脳児に つ い て は 副腎を 中心 と し て 病理学的検索を 施行

し た ．また 2症例 に つ い て は ， 無脳児妊娠に 低値 な が ら

も存 在 す る E の 由来 お よ び E 代謝に 関与す る胎児の 意義

を知る た め に ， E の precursor で あ る androgenic 　horm ・

on の うち E へ の 転換率が高い とい わ れ て る DHA4 農）Sd ＞
に

つ い て ，母体側 の 主 な分泌臓器で あ る副腎
1，
を Betamet −

hasoneに よ り抑制し， 羊水中に DHA を注入 し て 尿中 の

各 ホ ル ン 値 を 測定 し ， い さ さ か の 知見 を 得た の で 報告す

る ．

　　　　　　　　　 実験方法

　1）　尿中 ホ ル モ ン 測定法
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　検体 の 24時間尿は ， 採取後で きる限 り速やか に 測定 し

た が ， 測定 ま で 4 ℃ の 氷室中に保存した ．測定 は 1検体

に つ き 2 回ず つ 行 な い ，そ の 平均値 を 求め た ．各 ホ ル モ

ン 測定法 は 次の 通 りで あ る．

　 a ）尿中 E の 測定

　尿中E は ，
Brown 法

12 》
の 変法 で あ る 神戸川 法

25 ）2 η

を 用

い た ．被検尿 200ml を 塩酸で 加水分解後 ， 形 の 如 くエ

ー
テ ル

， 40％苛性 ソ ーダ，エ ーテ ル で 抽出 し，E法 は ，

ジ メ チ ル 硫酸 で メ チ ル 化 して ベ ン ゼ ン で 抽出，ア ル ミ ナ

1g に 吸着後 ， 40％ベ ン ゼ ソ ・石油 工 一テ ル ， ベ ン ゼ

ン ，3 ％ メ タ ノ ール ・ベ ソ ゼ ン EQ，　Ed ，　Et 分画 しま た

F 法は ，
ア ル ミナ 1gi こ 吸着後 1％ ， 5 ％ ，

30％ メ タ ノ

ール ・ベ ン ゼ ン で 分画後，キ ノ
ー

ル 硫酸 で 発色 ，
Weck −

mann の 分光光度計 を 用 い ，波長 480， 515 ， 550mμ

で 測定 Allenの 補正式で補正 した ．な お こ の 全行程 で の

回 収率 は ，E 法 は Eo 　54％ ，
　 Ed 　53％，　 Et　62％，　 F 法で

は Eo 　63％ ，
　 Ed 　60％ ，

　Et　66％，で あつ た ． エ
ー

テ ル

は 34〜36℃ の 溜分，ベ ン ゼ ソ は 木本の 方法
29 ｝

に よ り硫酸

ク 卩 モ ーゲ ン を 除外 して 使用 ， ア ル ミ ナ は メ ル ク 製を 用

い た．

　 b ）尿中 Et の 測定

　臨床応用 に 便利 とす るた め に 簡易化 し た 中山 法
3S ）

を妊

娠10カ 月の 正常妊娠 の 1部 の 症例 に 用い た ．本法 の 全行

程回 収率 は 58％ で あつ た ．

　 c ）尿中 Pd の 測定

　 神戸川 法
2B 〕

を 用い ，全行程 の 回収率 は 83％で ある ．

　 d ）尿中 17−KS の 測定

　 Derekter1S〕 の 変法 に よつ た ．

　 e ）尿中 17−OHCS の 測定

　 Reddy ・Jenkins−Thorn の 方法
き9）

に よつ た ．

　 2）　病理 組織学的検索

　 常法の 如く，10％ホ ル マ リ ン に 固定後，薄切 し ，
ヘマ

5キ シ リ ン ・エ ナ ジ ン 染色 を行 な い 検鏡した ．

　　　　　　　　　　実験成績

　 1） 正常妊娠 10ヵ 月に お け る尿中ホ ル モ ン 値

　 a ） Estrone　（EQ）

　 Brown 一
神戸川 法 に よ り測定した 27例 の Eo

，　Ed 値は第

1 図の 如 くで あ る．

　 Eo は ，妊娠 37週 の 平 均が 922mcglday ，以後妊娠38

週 は 1050mcg ／day 」 妊娠39週 は 1019mcglday， 妊娠40週

は 928mcglday で ， 妊娠10ヵ 月 の 平均 は ， 986±84．9

mcglday で あつ た ．

　　　　 第 1図 　 正 常妊娠 の Eo
，
　Ed

The 　 excretion 　 of 　Eo ，　Ed ，　ln　normal 　 pregnancy 　 at

term

Oe5trone Oe5↑rad トoI

3？ 38 評 ＃OP・巳r，細ヒ　 3738394 ク　 Pr明．眤・隲

　 b）　Estradiol　（Ed）

　Ed は ， 妊娠 37週 の 平均が 403mcgiday ，妊娠38週 は

405mcglday ， 妊娠39週は β53mcglday，妊娠 40週 は 357

mcgtday で 妊娠 10ヵ 月の 平均 は 378± 36．9mcg ／day で

あつ た ．

　 c ） Estriol（Et）

　Et は ，　 Brewn ・
神戸川法 お よび 巾山法 に よ 「p測定 し，

正常妊娠 10ヵ 月の 値 は 第 2 図に 示 す 様に ，Brown 一神戸

　　　　　　第 2 図 　正 常 妊 娠 の Et

The 　 exgretion 　 of 　 oestriol 　 in　 normal 　 pregnancy
at　term

mg ／

　

　

　

　

　

　

　

・
，

　 　 　 　 　 　 　 2ワ　　　38　　　39　　　4P　　　　　　rr 巳 9、　胃 eek

川 法 に よ る もの は ， 妊娠37週 の 平均di912．9mgtday， 妊娠

38週 は 12．7mglday， 妊娠39週 は 13．6mglday ，妊娠40週

は 12．2mg ／day で ，正常妊娠 10ヵ 月の 平均は 12．8± 2 ．1

mglday で あつ た ．

　一
方中山法 ICよ る もの は，妊娠37週 の 平均 が lL6mg ！

day， 妊娠38週 は 12．2mglday ， 妊娠 39週 は 11，8mg ／day ，

妊娠 40週 は 11．7mglday で ， 正 常妊娠 10ヵ 月 の 平均は

11．9± 2．1mglday で あっ た ，

　d ）Et と　Eo十 Ed 比

　Brown 一
神 戸 川 法 に よ り 測定 し た 正 常妊娠 10 ヵ 月値の

Et と Eo十Ed 比 は 8．7で ある．
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第 1 表 　正 常 妊娠 の Pd

　 THE　EXCRETIO糾　OF　Pd，
　 IN　 NeRMaL　PREGNnNCY　AT　TERM

F

罪 u38 ．
訂 39w4 σ w

44 ．34 孛．24 ノ，53 θ．θ
4 ρ，23 ワ．θ 4グ，2 ，3θ，o
37．る 33．／ 38．6134 ．2L
33．625 ．33 ρ，5 堕 9．〃
23，ク 2∫．／

2ρ．6ll ：1127，42
‘．9

e爬 皿 9巳 55．［士 76 叩9／24hp

‘Me，hOd　 q 「　 Kanbegユw の

　 e ） Pregnanediot，17−KS ，お よび 17−OHCS

　正常妊娠10ヵ 月の Pd は第 1 表 に 示す 如 く， 平均は

33 ．1± 7 ．6mg ／day であり，17−KS の 平均は 7．3mg！day ，

ユ7−OHCS の 平均 は 4．4mgiday で あつ た ．

　 2） 無脳児妊娠

　 a ）妊娠経過 お よび 児 の 剖見所見

　無脳児妊娠例 の 既往歴，妊娠経過 お よ び 剖見所見 に つ

N ・て の 概要 は 第 2 表 に 示す如 くで あ るが，簡単に各症例

に つ い て 述 べ る．

第 2 表　無脳 児 妊娠 の 既 往，今 回 の 妊 娠経 過 お よ び

　　　　病 理 検 査成 績

　 　 CLIMI肌 　DATA　ON　THE　PREGNANCIES 　WI丁H　nNENCEPmaLIC　　IAOS
，STERS

d臼lr噂 　 　 願 ユリ1P ．蜘 巳曲 阻Ildled
匚雌 巳

　　　　　　口r邑蜘1
喇 n「51α・y
　　　　　 P「匆阻冂剛 喊 髭　 ヨa 卍eigh119呷 h 麗 10M　鵬 9耐 皿2

ノ 33Iml
、1　　　　 

de．1り． 43
』
告 ヨ25θ9 ∫0庶7卯 q

「【∩
ンw 胴9 尸εh．

2251 肝 脚 m3 望　 皇 醒 ρ 44．55 ρ9 θ卯 ノh

3125 隔
岡

r　
一 43 ♂ 22脅 3ワ 53タ 5卯 じ211r

4 ；247 　
．hrd皿 口 45σ 3∬ ピ臼II腰1

5 ｝26　． 歪　　　　一
36．．
44．．广
42

舍

電
♂

！8〃

2孤 ρ

望卯

4247

μ ρ 65ρ 丘h．
627 ，　　　　　一 4a5550 甜 o 匚引 Iv、
726 屮　　ヒ　　ー　　14292 卿 484704 ∬　 ノ5h

∂ 25 ［ nユr．制 dd
臼Il7　 「o鬥  τ．4 ’　一． 53　 5卯 卿

Id
日1・・

9321 巳b，　 一 41
呈一
♀

2ξ厠一．−
25即

．
45i3 ρρ 3ρρ　 d巳13り，

　　（症例 1 ）K ．T ．33才

　初経 17才 3 ヵ 月，月経 は 不 整，29才 で 正常分娩に よ り

：生児 を うる．

　　（今回 の 妊娠経遇）最終月経は 昭和38年 9 月 7H
， 妊

娠 4 ヵ 月膀胱炎 に て ク ロ ラ ム フ エ ニ コ ール 4g 服用 ， 胎

動初感は 同年 12月中旬 ， 昭和39年 7 月 10日 腹部単純 X 線

撮 影 で 無脳児妊娠 と診断 ， 同年 7 月17日分娩誘発 に て 分

娩 apgar 　 score 　4 点，18時間後死亡 した．

　　（剖見所見）脳組織は 見当 らず ， 下垂体は 前葉発育不

全 ，後葉は欠損，甲状腺正常，胸腺肥大 （重量31g ），副

督 強度 に 萎縮 （重 量 500mg） し，肝正 常 ，肇丸発育不 全

で 停溜睾丸 を 示 し，胎盤 は 正 常 で あつ た．

　　（症例 2 ）TJ ．25才

　初経 14才 ， 月経整順，既往妊娠 2 回 ， うち 正 常分娩 1

回，自然 流産 （妊 娠 3 ヵ 月 ） 1 回 ．

　 （今回の 妊娠経過）最終月経は 昭和 38年 12月20日，胎

動初感 は 昭和39年 5 月上旬，妊娠 9 ヵ 月中旬で 子宮底 36

  ，腹 囲 93¢ m ，羊水過多症 を疑 い 腹部単純 X 線撮影を行 な

い 無脳児妊娠 と診断 ，同年 9 月24日分娩誘発し ， 同月27

日分娩 ，羊 水 約2200ml ，　apgar 　score 　l 点，48分後死 亡 ，

　 （剖見所見 ） 脳 組織お よび 下垂体は 見当 らず，甲状腺

正常，胸腺著明に 肥大 （重量35g ），副腎萎縮 （重量 800

  ）肝 正 常，子宮お よ び 卵巣 も正常．胎盤 は 母体側
一

面

に 石灰沈着を認 め た ．

　 （症例 3 ）Y ，M ，25才

　初経 13才，月経整順 で 既往妊娠は な い ．

　 （今回 の 妊娠経過）最終月経は昭和39年 2 月，妊娠中

は 特に 異常な く経過した が ，分娩予定 日を過 ぎて も陣痛

発来せ ず ， 同年 11月26日関速病院 に 来院 し ， 来院時所見

で は ， 子宮底33em， 腹 囲94cm， 外診に よ りす で に 児頭を

触知出来ず，児 心 音正 常，分娩誘発を 行 な い ，分娩経過

中に無脳児 と診断した ． apgar 　 score 　1点，分娩直後に

死 亡 ．

　 （剖 見所見 ） 脳 組織 は 見当 らず ，下垂 体 は 発育不 全，

甲状腺や や 肥大 し ， 胸腺肥大，副腎萎縮 （重量 500mg），

停溜睾丸 を 認 め た ，胎盤は 正 常．

　 （症例 4 ）AM ．24才

　初経 13才 ，月経整順 ， 既往妊娠 な し．

　 （今 回 の 妊 娠 経 過 ） 最終 月 経 は 昭和 39年 11月 9 日，胎

動初感は 昭和40年4 月中旬，妊娠 9ヵ 月初旬羊水過多症

を疑つ て腹部 単純X 線撮影を行な い 無脳児妊娠 と診断，

分娩誘発に よ り同年 7 月21日分娩 ，
apgar 　 sc。 re　 3 点，

分娩直後に 死亡 した ．羊水約170eml ．

　 （剖見所見）脳組織は 見当らず，下垂体 は 前葉発育不

全，後葉欠損し ， 甲状腺正常，胸腺肥大 （重量 18g ），副

腎萎縮 （重量 350mg）， 睾丸発育不全 ， 停溜睾丸を 認 め

た ．胎盤正 常 ．

　 （症例 5 ）M ．Y ．26才

　初経 12才 2 ヵ 月 ， 月経整順，既往妊娠な し ．

　 （今回 の 妊娠経過 ）最終月経 は 昭和39年 8 月24日，胎

動初感は 同年12月中旬，昭和40年 5 月24日外診で 児頭を

触知 しな い た め ，腹部単純 X 線撮影 に よ り無脳 児 と 診

断，6月26日分娩誘発 に よ り分娩 ，
apgar 　 SCQre 　 2点，

分娩後 6 時間 で 死 亡 ．

　 （剖検所見）下垂体 は 見当 らず，甲状腺正常，胸腺肥

大 （重 量209 ），副腎萎縮 （重量 650mg）♪肝 お よび睾丸 正
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常 ， 胎盤正常．

　 （症例 6 ）Y．K ．27才

　初経 16才 8 ヵ 月 ，月 経不 整 ，既往妊娠 な し ．

　 （今回の 妊娠経過 ）最終月経昭和39年 10月29日，胎動

初感は 昭和40年 3 月初旬，同 年 8月 3 日外 診 で 児頭 を 触

れ て い な い た め 腹部単純X 線撮影を行 な い 無脳児妊娠 と

診断，同年 8 月26日分娩誘発に よ り分娩， apgar 　score

1点，分娩 直後に 死 亡 ．

　 （剖見所見） 脳組織 は 認 め られず ， 下乖体 は 発育不

全，甲状腺お よび 胸腺 は 肥大 （重景 15g ），副腎萎縮 （重

量 600  ），肝 正 常 ， 睾丸 は 停溜睾丸 を 認め胎盤 は 異常が

な か つ た ．

　 （症例 7 ）T ．T ．26才

　初経15才 4 ヵ 月 ， 月経整順 ， 既往妊娠な し．

　 （今同 の 妊娠経過 ） 最終月経昭和39年 11月23日， 妊

娠悪阻症状強 く，マ イ レ ン 酸 プ ロ ク 卩 ル ペ ラ ジ ン 21錠服

用 ， 胎動初感 は 昭和40年 4 月初旬，同年 8 月25日外診 で

児頭を触知出来 ぬ た め 腹部単純 X 線撮影 を 行な い 無脳 児

妊娠 と診断 し，同 年 9 月 16日分娩誘発 1’こ よ り分娩 ，
apgar

score 　 3点，15時間後に 死 亡 ．

　 （剖見所見 ）脳 組織 は 認 め られ ず，下華 体 は 発育不

全 ，甲状腺 は 正 常，胸腺肥 大 （重量 18g ），副腎著明に 萎

縮 （重量 400ng），肝お よ び 卵巣 ぽ 異常 な く，胎盤 も正 常

で あつ た ．

　 （症例 8 ） M ．H ．26才

　初経 12才 7 ヵ 月，月経整順 ， 既往妊娠 1 回 ， 正常分娩

で 生児 を うる，　　　　　　　　　　 ．

　 （今回の 妊娠経過）最終月経 は 昭和40年 9月20日，妊

娠 2 ヵ 月で 妊娠悪阻症状強 く某内科で 十二 指腸 潰瘍の 診

断の も と に 胃の X 線検査 を うけ て い る．胎動初感は 昭和

41年 1 月下旬，同 年 5 月下 旬 よ り下 肢に 浮暉 ， 血 圧 158

〜88mmHg，尿蛋自30mgfdlを認め ， 同年6 月7 日 腹部単純

X 線撮影に よ り無脳児妊娠 と診断 し ， 7 月 4 日分娩誘発

に よ り女児を 分娩 ，
apgar 　 sc 。re 　1点 ， 分娩直後 に 死 亡

し た ．

　 （剖見所見）脳赳織 は認 め られ ず，下垂体は 前葉発育

不全 ， 後葉欠損 し ， 甲状腺正常 ， 胸腺肥大 （重量 15g ），

副腎萎縮 （重量 500  ），肝 お よ び 卵巣 は 正 常，胎盤 に は

異常がな か つ た ，

　 （症例 9 ）H ．M ．32才

　初経 18才 4 ヵ 月，月 経 整順 ，既 往妊 娠 1 回，妊 娠 2 カ

月で 自然流産．

　 （今回 の 妊娠経過）最終月経は 昭和40年11月 5 日，妊

娠中特に 異常は な く経過 し ， 同年 8 月11日 腹部単純 X 線

撮影に よ り無脳児妊娠 と診断 し ， 同年 8 月23日分娩誘発

に よ り女児を 分娩，apgar 　sc。 re　1点，分娩直後に 死 亡 ．

　 （剖 見所見）脳組織は 見 当らず，下垂体 は 前葉発育不

全 ， 後葉欠損 し，甲状腺正 常，胸腺肥大 （重量259 ），副

腎 は著明に 萎縮 （重量 300皿9），肝 は 正 常，卵巣は や や 発

育不 全 を認め 胎盤 は 正 常 で あつ た ．

　 〔剖見結果 の 要点〕

　無脳児の 下垂休は 発育不 全状態 を 示 し，こ れ が副腎萎

縮，胸腺 肥 大に 影響 して い る様 に 思 わ れ る，肝は 正常 ，

卵巣，睾 丸 は ， 発育不 全を示 し て い る もの も一
部認め ら

れ た ．無脳児妊娠 の 胎盤は ，石 灰 沈着 を 認 め た 1 例を 除

き正常 で あつ た ．

　無脳児副腎の 組織学的検索の 結果 ，全例に 胎生 改造層

の 早期 退 縮 な い し層 分化 の 完了 し て い な い 未分化型を 示

し た ．写真 1 は ， 生後20分 で 死亡 した 成熟男児の 副腎

で ，所謂永久 層 の 内側 に 好酸性 に 染 ま り多 面 形 又 は 多角

写 真 1　 妊娠10 ヵ 月，分 娩 後 死 亡 し た 成熟 児 の 副 腎

写真 2　 無脳 児 副腎

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 和 42年 6 月 ユ 目 新　 家 591− 6工

写 真 3　 無 脳 児 副 腎

形 の 比較的大きな細胞 よ り成る胎生改造層が 見 られ るに

比 ぺ ，写真 2 に 示 す如く無脳 児副腎 は ， 被膜 の 血 管形成

が 顕著で ，永久層は 全体的 に 狭 く原形質 は 明 る く核も多

形 で排列も不 規則 で あ り， 内側 は 高度 の 充血 と と もに
一

部胎生改造層の 細胞 の 散布が 認 め られ る ．写 真 3 は 無脳

児副腎の 強拡大 で ある．

　 b ）無脳児妊娠例 の 尿中ホ ル モ ン 値

　無脳児妊娠 の 尿中 ホ ル モ ン 値 は ， 1 日 の 検索 に 終 つ た

も の 1例 を 除き，他の 8例 は 3〜12日間連続 し て 測定 し

た ．

　 三） Estr。ne （Eu）

　無脳児妊娠 の 尿中 E は 第 3表，各症例の 平均 は 第 4 表

に 示 し た ．

　　　　　　 第 3 表 　無 脳 児 妊 娠 の E
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　Eo は 症例 1 の 平均が 193mcg ／day ， 症例 2 は 234mcgl

day
， 症例 3 は 238mcg ！day，症 例 4 は 195mcg！day ， 症例

5 は 22emcg ！day ， 症例 6 は 198mcg ／day ，症例 7 は 177

mcg ／day ，症例 8 は 191mcglday ，症例 9 は 136mcgl

day で ， 最高 238mcg ／day ， 最低 136mcg ！day を 示 し ，

第 4 表　無脳 児妊娠 の 尿 中 ホ ル モ ン 平均 値
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全症例 の 平均は 198mcg ／day で あつ た ． こ れ を 正 常妊

娠 10ヵ 月値 986mcg ／day 　と比 べ る と 無脳児妊娠 の Eo

は
114 〜1

んで あ り，全症例 の 平均ば 約
1
！5の 値を 示 し て い

る ．

　 ii）Estradiol （Ed）

　 Ed は ，症例 1 の 平均 が 88mcg ！day ，症 例 2 は 39mc91

day ，症例 3 は 84mcgfday ， 症例 4 は 88mcg ！day ， 症例 5

は 27mcg ！day ，症例 6 は38mcg ！dayJ症例 7は 421ncglday，

症例 8 は 75mcg ！day ，症 例 9は 88mcg！day で ， 最高88

mcg ！day ， 最低 27mcg ！day で あ り， 全症例 の 平均 は 63
mcglday で あつ た ， こ れ は 正常妊娠10ヵ 月値 378mcgl

day の
L

／4
’v1／14 で あ り，全 症例 の 平均 は 約

1
／s にあた る．

　 iii） Estriol（Et）

　 Et は ，症例 1 の 平均が 1，221ng！day，症例 2 は O．84

mg ！day ， 症例 3 は o．8gmg ！day ， 症例 4 は o．7emgfday ，

症例 5 は 0．86mg！day，症例 6 は 0．94mg ！day ， 症例 7 は

0．84mg ／day，症例 8 は O，78mg ！day ， 症例 9 は 0．56mg ／

day ，で 最高1．22mg ！day ， 最低0．56mg ！d 乱 y で あ り，全症

例毎の 平均は0．84mglday で あつ た ．こ れを 正 常妊娠10
ヵ 月値 12．8mg ！day と比べ る と

1fl
。
一一1

！z、 で あ り，全 症例

の 平均 は 約
1
！、、で Eo

，
　Ed と比 べ 著明 に 減少 し て い る．

　 iv）Et と Eo十Ed

　 Et と Eo十Ed 比 は ，症 例 1 の 平均が 4．4以下 3．7，
2 ・7 ， 2．5， 3 ．5， 4．O， 3．5， 2．9， 2 ．5で あ り，最

高 4．4， 最低 2．5で あつ た ．全症例 の 平均 は 3．3で ，こ

れ は 正 常妊娠 10ヵ 月 の Et と EQ十Ed 比 の
2
！5 で あ つ

た ，

　 v ）　Pregnanedio1 （Pd）

　Pd は ，第 4 表，第 5 表 に 示 す 如 く症 例 1 の 平均 が 32．2

mgfday
， 症 例 2 は 27．5mg！day ， 症例 3 は 32．6mglday ，

症 例 4　lx25　．6mglday ， 症例 5 は 33．6mglday
， 症例 6は

30．lmg ！day ， 症例 7 は 30．9mg ！day ， 症例 8 は 26．3mgi
’
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第 5 表　無脳 児 妊娠 の
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　　　　体副 腎機能 抑制 ， 及 び 羊 水 中 へ の DHA 注

　　　　入 に よ る 母 体 尿 中 E の 変動 （そ の 1 ）
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day，症 例 9 は 28．8皿 giday で あ り正 常 妊 娠 10 ヵ 月 値 とほ

ぼ同 じ値を示 した ．

　 vi ） 17−KS お よ び 17−OHCS

　17．KS お よ び 17−OHCS は ，尿量 が少く 測定不能で

あつ た 症例 3 を 除き，17−KS の 各症例 の 平均 が 6．8か

ら 4．4 ，平均 5，5mg！day で ， 正 常妊娠 10ヵ 月値 7 ．3

mg ！day に 比べ や や 低値を示 し ，
17−OHcs は 各症例 の

平均 が 6．2か ら 1．6， 平均 4．4mg！day で ， 正常妊娠 10

ヵ 月値 4 ．4mglday と 同様 の値 を示 し た ．

　 c ） Betamethasone に よ る 母体副腎機能抑制 お よ び

DHA の 羊水中へ の 注入 に よ る母体 E の 変動

　 i） 無脳 児妊 娠

　前述 の 如 く無脳児妊娠 の 母体尿中ホ ル モ ン 値 の うち ，

E が低値を示 し た が ，低値な が ら も非妊娠時 よ りは な お

多量 の E が 存在 し ，そ の 由来 お よ び E 代謝 に 関．与す る 胎

児の 意義を知 る ため に ， E の precursor とし て 注 目され

る androgenic 　hor 　lun の うち E へ の 転換が 高い とい わ

れ る DHA “ ）
に つ い て ，母体側の 主 な分泌 臓器 で あ る

副腎
1〕
を Betamethasone セこ よ り抑制 し，　D 　H 　A を 羊水 中

に 注入 し て ，尿中 E の 変動 に つ い て 検索 し た ．

　即 ち ， 症例 8 お よび 9 の 2 症例 に ，入院後第 4 日よ り

Betamethasone 　 2　mg を 投与 し，次 い で 第 6 日 よ り4 田9に

増量 し ， 第 8 日 よ り漸次減量 し た ．一
方第 8 日 目に DH

A200   を20ml の 生理食塩水 に 懸濁 し た 液を羊水中に

ゲ ージ20 の 針で 経腹的 に 注 入 した ．こ の 結果 は，第 6表

お よび 第 7 表 に 示 す如 くで ある ．

　Betamethasene 投与 に よ り尿中 17−KS お よび 17−OH

CS は 漸次減少し，　 E も無処 置の 3 日間 の 平均 0．78mgl

day，0，56mglday に 比 べ 次 第 に 減 少 し，最低 値を 示 した

第 7 表 　無脳 児妊娠 例 の 　Betamethasone に よ る 母

　　　　体 副 腎機 能 抑 制 ， 及 び 羊 水 中 へ の DHA 注

　　　　入 に よ る母 体 尿中 E の 変動 （そ の 2）
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第 7 日 目に は ，total　E で そ れぞれ
115

お よび
1
！、に 減少

し，Et と Eo 十Ed 比は 1．2 ， 1．8で 特 に Et が激減し

た ．そ の 後DHA を 羊水中に 注入す る と （24時間尿 は ，

午前 6 時 よ り24時間蓄尿，DHA は 第 8 日 目午後 6 時に

注入 した ）第9 日に 最高値を 示 し，無処置 の 3 日間の

平 均 に 比 べ ，症例 8 は Eo は 451mcg ／day，　Ed は 298

mcg ！day ，
　 Et は 2．17mg！day で それぞれ 3倍，4 倍，

2 倍 に ，症例 9 で は Eo は 244mcg ！day で 2 倍 ，　 Ed は

204mcglday で 3 倍 ，　 Et は 1．35mg ！day で 2 倍 に 増量

し Et と EQ十Ed 比 もそ れ ぞ れ 2．8， 3．0を 示 し ，特

に Et が増加 した ．

　DHA 注入 後 の 17−KS は 2 〜 2．5倍 ， 17−OHCS は

1．7〜 2．3倍 に 増量 し た が ，Pd に は 全 く変化 を 認 め な

か つ た ．

　 ii ） 正 常 妊 娠

N 工工
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第 8 表 　正 常 妊 娠 に お け る Betamethasone に よ る

　　　　副 腎機能 抑制 と 尿 中 E の 変動

　 　 　 　 　 SUPPREsSlON 　　WI丁H　　BEMMETH凸SON［
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　正 常妊娠例 に Betamethasone　 bこ よ る母 体 副 腎機能 の

抑制 に よ り尿中 E が 如何に 変動す る か を知 る た め に ， 人

工 妊娠中絶適応 の 妊娠 7 ヵ 月お よ び 6 ヵ 月の 2 例 に 対 し

て ， 前述の 方法と同 じ く2mg 　2 日，次い で 4mg 　2 日を投

与 し て 尿中 E を 測定した結果 は 第 8表に 示 した が ，
Be・

tamethasone 投与 に よつ て 尿中 E は ほ とん ど変動 して い

ない ．

　　　　　　　　　　考　　按

　無脳 児妊娠の 母体尿中 ホ ル モ ン 値 の うち ，E が 低値を

示 し ， 検索した 9例 の 平均は ，
Eo は 198mcg ／day，　 Ed

は 63mcglday ，　Et は 0．84mg ！day で 正 常妊 娠 の そ れ と比

べ
tl5

，

115
，

！1，5 で あ り，
Et と Eo十Ed 比も

21s
で J　 E の う

ち で も Et が 著明 に 減少 し て い た・妊娠中の E 特に Etの

増 加 は 注 目され ，Et は 胎盤機能 の 指標 に 成 りうる との

報告は数多く見られ る が
3）25）41 ）SS ＞56 ）， 今回 の 無脳児妊娠

例の 胎盤 で は ，石 灰沈着 を 認め た 1 例を除 き全て 正常 で ，

妊娠中 の もの は 胎盤機能 の み を 示 す もの で な い 様に 思 わ

れ る．又 無脳児 の 生下時体重は 平均 2，560g で ，正常 の

新生児の それに 比 べ れば や や 低 い が ，Et が胎児の 体重

に 比例す る
1“）

との 考え方に も矛盾があ る様に 思え る．

　無脳児妊娠 の Et が 低値を示す こ とは ，既に 2 ， 3 の 報

告 が あ り　
16 ）t4 ｝50 ）

，
　 Frandsen ＆ Stakemann20 ｝

は Eo ，　Ed

は
’15，Et　V’Z ’

／ie と報告し， 中山 ら
3T ）

も同様 の 値を 報告

し
』
，Et が特に低値を示す こ とは ， 今回の 測定値 と一致

す る ．

　 無脳児副腎は 強度 に 萎縮 し，胎児副腎 とE 生合成 と の

関係 に 着 日 した Frandscn らは，
‘cimplantation

　experi
−

ments
”

と称す る 実験を 報告 し て い る
Zl 》．即 ち，人 工 妊

娠中絶術 で え た 胎盤組織と胎児副腎組織 を mince し ，

593− 63

去勢 した マ ウス に 注 射す る と発情状態 を示 す が，どち ら

か一
方の 組織 だ けで は ， 発情状態を示 さない こ とか ら ，

胎児副腎 は E の precursor を産出 し ， 胎盤 で E に 転換 さ

れ る の で は な い か と推論 し て い る ．私 も未発表 で は あ る

が同様 の 実験を行 な い 両 組織を 去勢マ ウ ス の 腹腔内に 注

入す る こ とに よ り，8 日間 の 発清状態を観察 しえた．胎児

副腎は，重量 の 体重比 で 成人 の 約 10〜20倍の 大きさを有

す る特異的 な 臓器
52 ）と し て知られ ，

Tahka ‘9）

に よれ ば，

正 常新生児 の 副腎重量 は ， 1．5’− 6．Og （平均 3．5g ）

で あ り，組織学的に は ，成人副腎に は 見 られない 特異な

層 で 占め られ，胎生改造層 ， fetal　 zone ，
　fetal　 c。 rtex

，

inner　zone な ど と呼ばれ て い るが Benner5）
に よれ ば，

outer 　 zgne
，

量nner 　 zone
，
　medulla の 3 層が あ り・

ou 昌

ter　 z   ne よ り真 の 副腎に 発育 し ，
　 inner　zone は 分娩後

2 〜3 日 よ り 形態的 に 急激な 変化 （invollution） を 起

し，出血，壊死を 生 じつ い に は 消失 して ，成人 の 副腎 と

し て 完全 な作 用 を 示 す の は，15〜16才 と され て い る
d °）．

こ の 様 に 胎児に 特有な 胎生改造層の 作用 に つ い て は ，ほ

とん ど不 明で あ る が，無脳児の 副腎 に は ，散在的 に しか

認め られな い こ とは ，E の 生合成 に 関連 が あ る様 に も思

え る．

　 胎児副腎 の ス テ ロ イ ド代謝 につ い て は ，数多 くの 報告

が見られ特に近年ア イ ソ トープ標識ス テ ロ イ ドの 応用 や

ス テ P イ ド分析法の 急速な進歩に よ り，DHA や A が 胎

児副腎中に 証明 され
？｝昼）

，
radioactive な Acetate，　Pre−

gnenQlone を基質 として 胎児副腎 に 三ncubate す る とD

HA に 転換 し
6｝

，
　A や DHA らの E の precurserや Cort−

isolを証明し
4η

， 清水 ら
45 〕

は胎児副腎 の slice で 20α 一

Hydroxycholesterol か ら 17α 一，20α 一Dihydroxycholeste−

rQl
，
　 DHA

，
　 DHA −sulfate （以下 DHAS ）へ の 転換を

認 め，Wieland57 ）

らも胎児副腎が か な りの 量 の D 且 A

や DHAS を分泌す る こ とを報 じて い る ．

　 更に Villee53） らは ，新生児副腎 と乳癌 の た め に 副

腎摘出術 を行な つ た 成人副腎を h ・ mogenate し， こ れ

に Progesterone−4−1‘C 　とPregnenolone −7α
一sH を 基 質 と

し て incubate す る と CortisoI とA へ の 転換率 は ，新

生児副腎で は 1 ： 1 で あ るに 対し，成人 の それ で は 50　 ：

1 で ， DHA は 新生児副腎で は 証明 され る が ， 成人 の

そ れ で は 認 め られ な い こ とか ら， Corticosterone 産 生

が ，新生児 に お い て は 成 人 よ りも何 か 重要な 意義が あ

り，新生 児と成人で は ス テ ロ イ ド産生が 本質的に 異な る
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594− 64 無脳 児 妊娠 の 尿中 ホ ル モ ソ 値 に っ い て 日 産 婦 誌 19卷 6 号

点 を指摘し て い る．Solomone ら
4”）

は，人 工 妊娠中絶の

鵬帯静脈に Pregnenolone −7α
一3H

を 注入 し，胎児副腎中

に radioaCtivets 　DHA ，　DHAS ，17α
一Hydroxypregneno −

lone　sulf4te
，　Prcgnenolone 　sulfate を 分離 して い る．こ

れ らの こ とは 胎児副腎が ， 成人 の それ とは 組織学的 に

も，ス テ ロ イ ド産生 の 面で も木質的 に 異な つ て い る こ と

を 示 し興味深 い ．

　 胎盤 に お け る E の 生 合成 に つ い て は 古 くか ら研究 され

実際 に de　n 。 ve の合成機序よ り， 外来性に 供給され た

ス テ Pt イ ド precursorに よ る との 報告が 多く，ス テ P イ

ド prccursor と して は andI
’
ogenic な 物質 が 注 目 され て

い る．実際 C 、9 ス テ P イ ドを妊婦 に 投与すれば E に転換

する こ とが知 られ，T
，
A

，
　DHA ，等 の 中性 ス テ 卩 イ ドよ

り E へ の 転換即 ち aromatization に つ い て Ryan ‘3〕
は

胎 盤 homogenate の 所謂 nlicrosomal 　 fractionに A を

incubate し，40〜6090 の Eo，　Ed を 得 ，また ，　 T ，DHA

よ り Eo ，　Ed へ の 転換に つ い て は 吉 田
5s ）

， 徳 田
51 ｝

らの

報告があ る．更
’
tC　BolteY） らは ，　 in　situ の 胎盤潅流実験

で radioactive な DHA
，　A お よ び T か ら Eo ，　Ed に は ，

転換 され る が Et の 産生 は 認 め られ ず，胎盤中に は Ed ，

Eo の 3 倍，潅流液中に は Eo，　Ed の 3 倍認め られ た と

述 べ ，胎児性 の DHA や DHAS は 胎盤性 E の precursor

で あ り， 胎盤 に は 妊婿 の ス テ 卩 イ ド代謝物に 対す る所謂
‘‘

placental 　barrier’” 7j：あ る た め ，胎児血 中の Androgen

は ，そ の 大半が E に 転換す る こ とに よ り胎盤 を 通過す る

の で は な い か と推論 し て い る．そ こ で 彼 ら
L°）

は ，人工 妊

娠中絶術施行 の 15分前に radioactive 　 DHA ，　DHAS を

子宮動脈中に 注入 して ， 羊水 ，胎児，胎盤，妊婦尿を検

索 し，胎盤中の radioactive の 80％h：　free）こあ り，胎児

中で は ，80％ が cenjugate の 状態 で 各 々 の 87％，67％

が phenolic 　fセactiQn に あ り少くと もそ の 半分 は Eo
，
　Ed

で あ り，羊水 中1こ は radioactivity は 認 め られず，　 Et は

胎 盤 だ け に 見 られ ， か つ 胎児中に 16α 一Hydroxy −Eo ら

し きもの を認め て い る ．即 ち 母体性の DHA お よび DH

AS は 胎盤に 移行 し て Eo ，　Ed に 転 換 され ，こ れ が 胎 児

中 で 16α 一hydroxylation さ矛τ再 び胎盤 に 帰つ て Et に 転

換 され る と考えて い る．更 に彼ら
L1〕

は DHAS ・4・14C を

肪帯静脈中に
，

DHAS −7α
一3H

を母体静脈 に 注入 し ， 胎

児生存下で 6 日間 の 母 体尿中 radioactivity を 検索 し，
sH

は 25％以上，　 L
℃ は 75％以上 が phenolic　f｝actio 叫 こ

あ り，少 くと も半分以上 は ，
Eo

，
　Ed

，
　Et で あ りか っ Et

と Eo十Ed 比 は
14C

の 方が
ヨH よ りは るか に 高く Et−4一

1
℃ は か な りの specilic 　activity を認 め 胎児 中 に 16α

一

Hydrox ゾーEo の 他 ｝こ，　 D 　H 　A か らの 16α 一Hydroxys 亡eroid

（16α 一hydroxylated　Cl
，
　intermediateを形成 す るpathway

と称 し て い る ） を 認 め こ れ が 胎盤で E に 転 換 す る の で あ

ろ う と報告 して い る ．

　 こ れ ら
一

連 の 研究 は，胎盤 に お け る E の 生合成 が 外来

性 に 供給 され た ス テ ロ イ ド即 ち母体 ま た は 胎児 よ り循環

し て 胎盤 に 至 つ た ス テ ロ イ ド precursorが胎盤 で aroma −

tizati・n を 受け
19 ）

，特 に 母体 お よ び 胎児 の DHA は aru −

matization を 受ける 割合が 異 な る とは い え，重要 な E の

precursQr で ，血中の 大半 の DHAS は 胎盤で DHA に

変 り， 胎盤で Eo，　Ed に 転換し ， π び 母体 ， 胎児に 移行

し て sulfurylation や 16舮 hydroxylatiQn され Etに 代

謝 され る様 で あ る．又 胎児側 で は ， DHA よ り Eo ，
　Ed

を intermediate と し な い で Et に 至 る pathway が あ

り多分 2 つ の pathway が Et 合成 に 等し く重要なの で

あ ろ う
19 ）．

　 母体 お よ び 胎児の 両 側 よ り供 給 さ れ る DHA の うち 妊

娠中 の E の 生合成 に と りよ り重要 で あ るか は 前述 した

Bolteらの 報告 に よ つ て も窺い 知 る こ とが 出来 るが，胎 児

側 の DHA 源 で ある 副腎が萎縮とい う現象の も とに 機能

の 低下を来 し て い る と思わ れ る無脳 児 は ， こ の 問題を究

明す る に は 絶好 な症 例 で あ り，ま た 胎児 が 欠損 し て い る

胞状奇胎に お い て も 同様 で ある ，Celas ら
L41

は 正 常妊娠

の 臍帯血 中に 母体血 中よ り遙か に 大量の DHA を 証明

し，Nichols ら
3e ｝

は 無脳児妊娠 の 臍帯血 中に は DHAS

が欠如 して い る とい う．Frandsen ら
EVbi

， 無脳 児妊娠 の

羊水中 に 2eOngの DHA を加 え ，2 倍以上 の 母 体尿「「rE

の 増量を 認 め て い るが，今回 の 私 の 実験 で もDHA 　200

mg の 注入 に よ り Eo は 2 〜3倍 ，
　Ed は 3 〜4 倍，　 Et は

2 倍 に 増量 し，そ の 後漸次減少 し て 約 4 日で も との 値に

戻 る こ とを知 つ た ．即 ち 胎児性 DHA を増量 すれ ば，母

体尿中 E が 著明に 増量 し ，無脳児妊娠 の 低 E は 無脳 児 の

DHA の 低値 に よ る様 に 思 え る．

　
一

方母体性DHA が減少すれ ば尿中 E は い か に 変動す

る で あろ うか ．Hausknecht2ヨ〕

は ，正 常妊娠末期 の 2 例

に Dexamethasone 　 6 皿gを 5 日間 投 与 し て ， 母体副腎機

能を抑制 し た が， 母休尿中 E に は 著変 を認 め ず， 更 に

DHAS −4−14C を 母体側 に 注 入 し て も Dcxamethasone 投

与前後で 尿中の radio 　actlvity が 変化 し な い こ とか ら，

妊娠末期 の 大量 の E は 胎児側に 起囚 し て い る と述べ
， 更

に MacDonald ら
ヨ2 ＞

は ，無 脳 児妊 娠例に Ed −7 α 一sH と
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DHAS −4−UC を 母 体肘 静脈に 注 入 した 例 ，
　 Ed −7 α 一aH と

DHAS −4−1℃ 注入後 6 日 目 よ り Dexamethasone 　 3   を

17日間投与 し，DexamethasQne 投与 よ り 5 日 目に Ed −7

α ・3H と DHAS −4−1℃ を 再 注入 し た 例 ，　 Ed −7 α 一3H と Ed −

4−14C 注入後 6 日 目 よ りACTH3GU つ つ 12時間毎 9 日

間投与 し， ACTH 投与後 4 日 日 に 再 び Ed −7 α 一3H

お よび DHAS −4−1℃ を 再注入 した 例 に つ き， そ れ ぞ

れ 母体尿中 の radioactivity を 検索し，　 Ed −7　a −zl−1 と

DHAS −4−uC の 値 ぽ 1・7mg ！dayつ つ で 1 ： 1で あ るが ，

Dexamethasene 投与に ょ り
3H

は 7 ．5mg ！dayよ り 2．7
mglday

，　
L℃ は 3．6rng’tdayよ り 1．Oll9へ とそ れ ぞれ 減

少 した が ，そ の 比 は 3 ： 1 で あ り，
ACTH 投与後 は

ヨH

が 1．8皿g よ り8．Ong，
14C

が 1．8  よ り7．6mgとそれぞれ増

量 し 1 ： 正の 比を示 した こ とか ら無脳 児妊娠 の E は，母

体血 中の DHAS 量 に 比 例 し ， 妊娠中の E は，胎盤機能

の 指標 とい うよ り， 胎盤 に 運 ばれる E の precursor 量 に 比

例す る の で は な い か と 推論 し て い る．更 に Siiteri23）4s ）

らは 胞状奇胎例 に つ い て も同様 の実験を行な い ， 胞状奇

胎 の 低 E も母体 の DHAS 量 に 比例 し て い る と述 べ て い

る ．今回 の 私 の 実験 に お い て も Betamethasone 投与 に

よ り， 正常妊娠例 の 尿中E が 変化 しない の に 反 し，無 脳

児妊娠例で は 著明に 減ずる こ とか ら，正 常妊娠で は胎 児

側が 母体側 よ りも E の 生 合成に お い て は 優位に あ るた め

に 変化 が 認 め られ なか つ た もの と考 え た ．こ の こ とは 2

Adison 病 の 妊婦 の 尿中 E が ほ ぼ 正 常値 で あ る
33 ｝

こ とか

らも想像 出来 ， 更に 無脳児妊娠 の 低 E の うち 特に Et の

み が著卿 こ低値を示す こ とは，Diczfalusyらの い うDH

A か ら Eo ，　Ed を in
’
termediate と しな い で Et に 至 る

pathway の 存在 を暗示 して い る の で は な か ろ うか ．

　　　　　　　　　　 結　　語

　 1） 妊娠中に 診断 し えた 無脳児妊娠 9例 に つ い て ，母

体尿中ホ ル モ ン 値を測定 し， Eo，　Ed は 正 常妊娠 と比 べ

且15・Et は
エ

！・5 と特 に 低値 を示 し Et と EQ十 Ed 比 は ，

正 常 の
1
／、
一一ll

、で あつ た．　 Pd は 正常値 ，
17−KS は 正常よ

りゃ や 低値 ，
17・QHCS は 正 常値 を 示 し た ．

　2） 無脳児 の 副腎は 全 例 に 強度 の 萎縮 が 見 られ，相対

的 に 胸腺 の 肥大 を認め た ．こ れ に は 下垂体 の 発育不 全 が

影響 し て い る様に 思 え る ．ま た 無脳児妊娠 の 胎盤 は 1例　　ノ
に 石 灰沈着を認め た 以外特に 異常 は 認 め られなか つ た ．

無 脳 児副腎 は ，組織学 的に 所謂胎生改造層の 細胞が 散在

的 に 認 め られ る だ けで ，副腎萎縮 と同様 に 無脳児妊娠 例

の 低 E に 関連が あ る様 に 思 わ れ る ．

新　 家 595− 65

　3）　E の precursor とし て注日され る DHA の 母体 の

主な分泌臓器 で ある 副腎の 機能を Betamethas 。 ne で 抑

制す る と ， 1無脳児妊娠例 で は total　E で
114 〜11

　・J　lc減少

す る に 反 し，正常妊娠例で は ほ とん ど変化を 認 め ず，更

に 胎児副腎で も産生 さ れ るDHA を 無脳 児 妊 娠 の 胎児側

に 注入す る と著明に
・
母体尿中E が増量 し ， 妊娠 に お け る

多量 の E の 産生 に は 胎児の 関与が 必要 で あ り，無脳 児妊

娠 例 で 低値 な が らも存在す る E は ， 主 とし て 母体側に 由

来し，ま た 無脳り己妊娠 の 低 E 値 は，胎児副腎の 萎縮 に 関

連が あ る もの と考 え た ．

　擱 筆 に 当 り
， 終 始 御 指 導 ， 御 校 閲 を 賜 っ た 恩師水野 重

光教授 に 深 甚 な る 謝意 を 表 す る と 共 に 本 学 生 化学 教室関

根 隆 光教 授 の 御 助 言 に 深 謝 し ．終 始 御指 導頂 い た 本 教 室
儲

時．
長 峰 敏 治 講 師 並 び に 症 例 発見 の た め 御協力頂 い た 教 室 員

各 位 に 感謝す る，

　な お ，本 論 文 の 要 旨 は 第34回，第35回 日本産科 婦人科

学 会関 東連 合 地 方部 会 総 会 に お い て 発表 した．
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